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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ナラティヴ･アプローチ実践による看護師のキャリア形成プログラ
ムの成果の現れ方すなわち具体的方法を明らかにすることである。ナラティヴ･アプローチ実践によるキャリア
形成プログラムに参加した看護師は、プログラムで体験したナラティヴ･アプローチを基盤に、個々の看護師の
立場で、その状況合った実践を試みていた。このことは、ナラティヴ･アプローチの特徴である「語り手」と
「きき手」の関係性を基盤としていたことより成果が見出されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of the research is to develop a concrete methodology for a Nursing 
Career Formation program that emerges from a narrative approach.” Participants who underwent the 
program through a narrative approach attempted to approach practice using a narrative lens.
Results of this study were based on the relationship between "the speaker" and "the listener", which
 is characteristic of the narrative approach.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、ナラティヴ・アプローチの実践評価を開発することは、看護が対象とする“人”の多様な個別
性を踏まえた研究の評価指針を提示することができる。このことにより、臨床現場に実践として取り組みやすく
なる。看護師は、葛藤を和らげ、看護師個々が大事にしているキャリア形成を促すことができる。看護師個々が
主体的に行動でき、日々の看護実践に新たな意味が生まれ、さらにそれが新たな看護を生むことにつながる。本
研究の成果は、一般化する科学的研究と同等に扱うことを可能とする。看護領域、医療だけでなく、人を対象と
する分野にも広く適応可能とし、自分と他者それぞれ同じ価値のもと理解することにつながる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、複雑多様な臨床現場の看護師は、優れた看護実践をしていても、日常化し、

自己の看護実践を意味づける機会が少ない。その支援方法の一つとして、看護師個々の物語が

生まれる新たな支援方法であるナラティヴアプローチを基盤とする「ナラティヴ･アプローチに

よる中堅看護師キャリア形成プログラムの開発（平成 24～26 年度 基盤研究 C、研究代表者:紙

野雪香）に分担者として取り組んできた。その成果は、看護師個々が自分の看護実践を振り返

ることで、看護師自身が主体性をもち、看護実践に自信を持ち、未来を志向し行動し続けるこ

とにつながり、キャリアを思考することができることが見出されている。このことを実践者で

ある看護師あるいは管理者もその成果を実感している。しかし、手応えを感じている実践成果

をどのように現すと良いのかはわかっていない。看護学領域において、ナラティヴ概念の理論

的背景を十分に踏まえたものはなく、ナラティヴアプローチへの関心が高いものの、実践方法

に戸惑っている現状がある。さらに、ナラティヴアプローチの実践の成果をどう捉え、どう表

現したらよいか、方法が明らかにされておらず、看護専門家としての脱構築の困難さなどが指

摘されている（紙野,2012）。ナラティヴアプローチ実践の成果をどのように現すとよいのか、

評価指針とその具体的方法は明らかになっておらず、探求すべき重要な課題である。 

看護学領域においてナラティヴ研究は、国内外ともに 2000 年以降研究論文は増加し、注目さ 

れる新しい概念であり、研究の土台は築きつつあるが、学問としての研究方法は発展途上にあ

る。ナラティヴは「語る行為（語り）」と「語られた内容（物語）」の 2つの意味を含む複雑と

複数解を許容する（Bruner,1986）。一般的に「評価」とは、人・物事の善し悪しを判断するこ

とである。しかし、本研究テーマとしている成果は、善し悪しではなく、対話プロセスと自己

の実践に新たな意味が生まれてくることであり、定数化、数値化できない「多様な意味」であ

り、「その人らしさ」の変化が起きていることである。しかし、その成果の現し方の方法はなく、

学術的に探求すべき意義深く取組むべき課題である。 

本研究は、ナラティヴ･アプローチ実践によるキャリア形成プログラムを受けた参加者の看護

師に立ち現れてくる成果を、ナラティヴアプローチの世界観から明らかにする点は、斬新で、

加えて科学的研究を補完することができる実践研究方法として評価指針とその具体的方法を示

すのは初めての試みである。 

 

２．研究の目的 
看護師のキャリア形成のための対話を基盤とするナラティヴアプローチ実践評価方法を開発

するために、以下の点を明らかにすることを目的とする。 

（１）現在取り組んでいるナラティヴアプローチによるキャリア形成プログラムを受けた参

加者に立ち現われた成果を明らかにする。 

（２）さらに、その成果から、ナラティヴアプローチ実践の評価指針とその方法の具体を示

す。 

ナラティヴ･アプローチ実践の評価指針とは、“私の看護実践”に意味が生まれることを重視

し、役割から解放され厄介そうで避けていたスタッフ看護師と対話を楽しむようになったなど、 

“私らしい看護実践像”が言語化され主体感覚をもって未来を志向し、行動を起こすことであ

る。 

本研究から得られる知見は、ナラティヴアプローチ実践研究の成果の現し方と、評価指針と

その方法を示すことができることである。 

 
３．研究の方法 



（１）研究対象者 

ナラティヴ･アプローチの実践研究「ナラティヴ･アプローチによる中堅看護師のキャリア

形成プログラムの開発」（平成 24～26 年度基盤研究 C，研究代表者：紙野）のプログラム参加

者を本研究の対象者とした。 

（２）研究方法 

  研究対象者に、プログラム後の評価（成果）について、非構成的インタビュー調査および

フィールドワークを行った。なお、平成 28 年度以降の参加者にはプログラム後にナラティヴ

アプローチに関することを調査まで日誌（メモ）に記載してもらった。 

 対象者の承諾を得て IC レコーダーにインタビュー内容を録音した。フィールドワークは、

ナラティヴアプローチによる対象者の経験世界である場を知るためであり、インタビュー内容

を補足する位置づけとして行った。フィールドワークの範囲は、対象者が日常勤務している場

とし、インタビュー調査の前あるいは後に行った。日誌は、インタビュー内容を想起するため

の媒体として用いた。 

本研究方法の特色として、研究者自身も研究方法に参与しており、インタビューはナラティ

ヴアプローチの前提とする自由な対話空間に努めた。分析の際には、ナラティヴが本質的に内

包する共同性と他者性を参考に①関係性②文脈③生成された意味④変化プロセスに着目する

（森岡，2007）（やまだ，2008）。ナラティヴアプローチは語り手ときき手を含む物語的接近法

であり、きき手となる研究者も臨床現場を構成する 1 人として、その関係性の中にある現実を

分析した。 

なお、本研究は、研究代表者の所属先の倫理委員会の審査にて承認を受け実施した。研究対

象者の所属施設管理者に承認を得た上で行った。また、対象者に参加は任意であること、同意

をしなくても不利益がないこと、撤回の自由を保障し、研究の意義・目的・方法・期間・研究

者の氏名および職名、予測される利益および不利益、研究終了後の対応、個人情報保護、個人

情報保護した上で研究成果を公表すること、資金源、データの保存方法およびその期間、問い

合わせ方法等について書名および口頭にて説明し、文書による同意を得て行った。 
 
４．研究成果 

本研究の成果は、プログラム参加者個々がナラティヴアプローチを体験し、プログラムで得

たことを基盤とし、臨床で看護師個々の状況に応じた実践を行っていた。看護師は自分の大事

にしている看護実践を意味づけ、自分らしさを回復させ、未来を志向し、自分らしい看護実践

を試みるというキャリア形成に自ずと取り組み始めることが明らかになった。さらに、この成

果は、看護師の実践のみに留まらず、看護師の所属している組織にじわじわと波及をしていた。

これは、参加した看護師個々がナラティヴアプローチを知ることにより、対象の見方が変化し、

対象理解が深まり、理解の質を変化させていることが考えられた。 

この成果はナラティヴアプローチの特徴である「語り手」と「きき手」の関係性を基盤とし

ていた。それは、水平な関係性において安心と安全が保障されていること、その中で看護実践

の意味を共に作るということであった。 

本研究で用いるナラティヴアプローチは、看護師個々がインターアクションを最小単位とす

る自己の看護実践を重視し主体感覚をもって未来を志向することが可能であり、このことが看

護実践に磨きをかけ、臨床現場の質を高めることが可能である。また同時に、ナラティヴ・看

護管理者が自分の価値を持ちつつも他者の価値を認めることは、複雑多様な臨床現場の見方が

変わり、風通しの良い職場風土の基盤につながることが期待される。 
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